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次のとおり令和５年度の学校評価について報告します。 

１ 本年度の重点目標 

(1) 探究活動や特別活動などを含め、あらゆる教育活動を通じて、「Ｏkushiriety5.0」の定着を目指し、

社会に求められる人間力を身に付けた「持続可能な社会づくり」の主体者を育成する。 

(2) 組織的・計画的な学習指導と評価の工夫改善により、高いレベルの学力を身に付けようとする意欲を

引き出し、確かな学力の向上を図る。 

(3) キャリア意識を高め、自己理解に基づいた進路目標を主体的に定め、積極的に進路実現に挑む姿勢を

育成する。 

(4) 良好な人間関係を構築し、自律・自立した生活を送る態度を育てるとともに、命を大切にする心の

育成を図る。 

２ 自己評価結果・学校関係者（学校運営協議会委員、教育委員等）評価結果と改善の方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

学校経営 ・働き方改革と業務の平準化に努めてき

た。その結果、教職員が在校時間や業務

の効率化に意識的に取り組んだ。 

・学校としての保護者や地域住民への情

報発信手段と方法を改善し、そのことに

ついての評価を得た。 

・教職員が各々テーマを設定し、課題の明

確化と改善に向けた研修に努めた。 

・情報発信の手段を工夫したことで保護者、島

民及び OB・OG等からも高校の教育活動の見え

る化が進み、信頼を得られている。 

・多彩な特色ある教育活動を進めていること

がわかったが、教職員への負担が危惧される。

一方で、働き方改革の評価が上昇しているこ

とが評価できる。今後もさらに工夫改善を進

めて欲しい。 

 

改善方策 生徒募集のため、学校広報の更なる充実化を図る。多くの教職員が関わり、チームとして

組織的に対応できるようにする。 

学習指導 ・観点別評価の導入に伴う、研修を計画し

実施することができた。また、授業改善

にむけ前進できた。 

・教職員間で授業を話題にした会話が、日

常的に見られるようになった。些細なこ

とかもしれないが、授業改善に向けた取

組としては重要である。 

・生徒にとって、安心でわかりやすい授業づく

りに引き続き努めて欲しい。 

 

改善方策 今年度できなかった「評価」に関する研修の実施と積極的に授業を見学し合う風土の醸成

による「わかる授業」と「主体的に学ぶ」授業づくりを行う。 

生徒指導 ・生徒が安心安全な学校生活を送れるよ

うに努め、学校いじめ基本方針の見直し

と改訂を進めた。 

・生徒に悩みに係る相談について積極的

に対応した。 

・今後は、学校のいじめへの取組や方針を保護

者説明会等での説明機会を多く設け多くの

方に理解を得られるように努めることが望

ましい。 

 



・寮内での生活指導については、教育委員

会・ハウスマスターと連携し進めた。島

留学生たちが落ち着いた生活ができた

ことで、学校生活の充実が図られた。 

 

 

 

改善方策 次年度は、松風寮に統合され入寮者の数が増加する。それに伴い、体調不良生徒や生活へ

の支援など具体的な場面を想定した対応を町教委とともに努める。 

進路指導 ・今年度の卒業生の進路結果については、

国公立をはじめ首都圏の難関大を含め

十分な結果となった。特に、本校の特色

ある教育活動を活かした総合型選抜で

成果を残した。 

 

・島内・島外問わず希望する進路を達成したこ

とは、喜ばしいことである。 

改善方策 総合型選抜では、さまざまな経験や学習成果、高校生活の整理が重要になる。外部講師に

よる研修など通じて、教職員が対応できる能力を身に付けられるように努める。 

地域貢献 ・スクーバダイビングでは、コロナ禍前の 

状態までに戻し、活動を終了することが

できた。 

・パブリシティでは、北海道エアシステム

機内誌の担当を通年で行った。 

・まちおこしワークショップでは、アント

レナーシップ教育の視点から外部講師

を招聘し、内容の充実化を進めた。エビ

デンスに基づいたプレゼンができるよ

うになり、説得力と具体性のある提案が

されるようになった。 

・役場、振興局、学校が一体となって 1日

防災学校を実施した。本校が、指定避難

所であることから生徒、教職員が自分事

として捉え主体的に活動した。 

・企画案が従来のものより充実ものになった。

生徒たちの企画をどのように実現していく

のかが依然として課題である。 

・町と連携した取組については、評価できる。 

改善方策 奥尻町との協働体制を今後もさまざまな場面ですすめていく。また、日頃からの連絡・相

談体制を密にし、数多く地域と関わり、地域貢献の機会を持てるように努める。 

公表の方法 学校ＷＥＢページ、ＰＴＡ役員会などで公表する。 

 ３ 添付資料 

  令和５年度 北海道奥尻高等学校学校評価集計結果 

（高校教職員、生徒、保護者、教育委員、学校運営協議会委員） 


